





















On the Contemporary Significance of J. S. Mill’s Behavioral Ethics: 










































































が全部たべる、２） 弟にケーキを譲る、7）３） ケーキを切り分けてじゃんけんする、４） 切った
3） 群衆は多種多様な暗示をうけて不定形な力をまとい、「容易に死刑執行人となるが、またそれにも劣らず容
易に殉難者ともなる」（ル・ボン 1895、42ページ）。ル・ボンはその第二篇において、群衆を1） 極端さ、2） 
凶暴さと道徳性、3） 感情への従属、4） 世論への気まぐれな追従という性質を発揮しつつ、文明の基礎を非
意図的に攻撃する存在とみている。





































if F（A）>F（￢A）∧∃℘⊂U, then A is relevant.（2.2）
という図式の下に成立していたといってよい。ここに U は行為Aが影響を及ぼす可能な対象を
網羅した普遍集合である。また℘は行為者がその普遍集合から恣意的に限定した対象をさす。彼





































































　すべての人 { i | 　 　1,2,… } が℘の視野に撤退すれば、社会は不和と軋轢で充ちるか、私的利
害で運用できる制度（市場）しか残らない。その反対に「倫理の世界」の交わり ∩iUiが拡大す
ればどうだろう。すべての人がUの視野だけで「正しい」社会を追求すれば、そこから完全な手

























功利主義者の集団　から任意の二人 i, j をとると、その行為倫理は次のように記述できる。














　　　　　　　　　　　　　　　max ℎi   where  ℘
i
1  （for i）
　　　　　　　　　　　　　　　max ℎj   where  ℘
j













　ここで ℘i1 は i さん一人の集合である。 i さんが自分のことだけしか考慮しないときの特定行
為の実行条件は if F（i）>F（￢i） ∧ ℘i1 ⊂U




































えるにあたって、ミルの域では ℎi と ℎj の単位が不同だがベンサムの域では快苦計算が可能であ
り、これらの単位が同一であることに着目しよう。ところで、快苦計算が即自的に可能なケース
が存在する。それは「私が決定する」か「だれでもわかる」か、このどちらかのときだ。だから
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